
ハートフルなかごおり
～地域は学びの応援団 中郡っ子と一緒に夢つむぎます～
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10月、11月は図工や家庭科などで多くのハートフルサポーターが活躍する時期です。

金鎚、のこぎりを使う活動では、安全面に配慮しながら上手に道具を使う手助けをしています。

家庭科でミシンを使う時には、ミシンの糸調整や作り方の手順確認などを手助けしています。

先生一人では、子供が困った時にすぐに対応できにくいですが、ハートフルサポーターがいる

と対応も早く、怪我も少なく、限られた時間の中で作品を完成することができています。

まだまだ、地域の方々のお力が必要なことはたくさんあります。みなさんの御協力をよろしく

お願いいたします。

授業の充実と安全
編集 中郡小学校学校運営協議会

９月３０日から４年生の図工「ギコギコトントンクリエーター」、１０月８日から３年生の図

工「くぎうちトントン」の学習で、のこぎりや金鎚を使う授業が始まりました。

のこぎりや金槌を使うのは初めてという子供がほとんどです。

先生からのこぎりや金槌の使い方の説明を受け、ドキドキしながら木を切ったり、釘を打った

りしていきました。

ハートフルサポーターさんたちが、木を押さえてくれたり、切り方のこつを教えてくれたりし

て、安全に作品を作ることができました。

くぎの打ち方は大丈夫かな。
押さえてもらうと切りやすいなあ。

木をしっかり押さえて。

上手く切りたいな。

まっすぐ切れるかな。

のこぎりはまっすぐ動かすよ。

ハートフルサポーター

伊藤利博さん、堤宏夫さん、中村美文さん、本間義章さん、村木文吉さん、村松安国さん



１０月７日（月）に、第３回学校運営協議会が開かれました。

９月４日の下校訓練で見付けた危険箇所や避難出来そうな場所の

確認を行い、行政にお願いするもの、子供たちに気を付けさせると

ころなどを話し合いました。

また、学校で困っていることに対して、どうやって地域の助けを

入れていけるかということも話し合いました。

担当（連絡先）

学校支援コーディネーター 鈴木尚子

℡ 053-433-0927

すぐに教えてもらえて分かり

やすいな。

中郡小では、中庭花壇の手入れ、習字・裁縫・工作補助、学区探検付き添いなど、多くの

ハートフルサポーター（学校支援ボランティア）さんが活躍中です。引き続き、各ボランティ

アの募集をしています。先日、２人の方が協力を申し出て下さいました。

興味のある方はぜひ、中郡小ホームページ「学校づくり→コミュニティスクール ハートフ

ルサポーター募集」を御覧ください。学校に直接連絡してくださっても嬉しいです。

よろしくお願いします。

布を押さえて真っ直ぐに。

ミシンの調子はどうかしら？

１０月１０日から６年生、１０月３０日から５年生のミシンを使う授業が始まりました。

久しぶりにミシンを使う６年生にも、初めてミシンを使う５年生にも、ハートフルサポーターさん

たちが優しく手助けしてくださいました。

ハートフルサポーター 杉村京子さん、冨山季子さん、野澤敍子さん、本間和枝さん

松井早苗さん、村木富代さん、村松康乃さん、橋本里枝さん、藤森統巳さん


